
＜第１４６回番組審議委員会報告＞ 

 

「ＦＭぱるるん」では、下記のように番組審議委員会を開催しました。 

回答期間： 令和３年１０月１８日（月）～１０月２９日（金） 

開催場所： アンケートによる回答 

参加人数： 番組審議委員７名 

対象番組： 『ＤＥＭＥＺＯのオ・タ・フ・クラジオ』 

毎週木曜日 ２１：００～２２：００（生放送） 

パーソナリティ：ＴＡＫ Ｋｕｓａｙａｍａ 

 

番組内容：今回ご審議いただいた番組は毎週木曜日２１時～２２時に放送中の「ＤＥＭＥＺ

Ｏのオ・タ・フ・クラジオ」です。 

パーソナリティは、川崎篤史・小川啓子です。ニュースをパーソナリティ独自の視点でピッ

クアップして、話題を広げていきます。従来は毎週ゲストに出演していただいていました

が、この１年半は出演を見合わせています。 

今回の審議は新型コロナウィルス感染症対策のため、アンケート形式にて実施いたします。

箇条書き形式にて番組審議委員の皆様にはご回答いただきます。 

 

各委員からは 

・この番組はもう１６～７年続いているので、安定感がある。 

・色々なところのニュースから茨城に関する記事を拾ってきてくれるので、 

この番組を聞いていれば茨城のことが大体わかる。 

・ニュースは、以前は茨城新聞と３大新聞から取っていたが、 

ネット環境が整ってきたためか、様々なところのニュースが紹介される。 

それだけ茨城が取り上げられているということなのだと思う。 

・以前は「茨城ガンバリスト」の紹介をしていたが、今はほとんどゲストが来ない。 

コロナの影響もあるのだろうが、もっとゲストを呼んだ方が良いのではないだろうか。 

・デメゾウさんがロボッツの関係者だからだろうか、ロボッツを取り上げる話題が多く、 

宣伝に聞こえるケースが気になる。 

・誕生日が放送日に近い人の曲をかけているが、沢田知可子の曲がかかったときは 

良かった。 

・他でもほとんど聞くことがないし、知らない曲もあったが、どの曲も良かった。 

などの意見が出されました。 

 


